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◇
埼
玉
・
越
生
で
は
３
月
に
伊
勢
原
市
と
同
じ
道
灌
像
を
越
生
駅

前
に
設
置
し
た
。 

◇
越
生
町
長
は
新
町
長
と
な
っ
た
が
、
前
町
長
に
劣
ら
ず
大
河
ド

ラ
マ
推
進
者
で
あ
る
。 

要
請
と
し
て
、
24
年
度
の
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
に
照
準
を

合
わ
せ
て
大
き
く
運
動
を
展
開
し
た
い
の
で
県
下
の
道
灌
自

治
体
首
長
の
賛
同
署
名
等
広
げ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。 

エ
ー
ル
の
紹
介
と
し
て 

長
野
・
上
田
市
の
「
真
田
丸
」
の

推
進
者
の
一
人
（
赤
池
さ
ん
）
が
道
灌
の
大
河
ド
ラ
マ
に
エ
ー

ル
を
越
生
の
詩
人
を
通
じ
て
送
っ
て
き
て
く
れ
た
。 

（
別
項
で
紹
介
） 

◇
越
生
の
詩
人
、
越
よ
し
春
さ
ん
は
越
生
で
太
田
道
灌
の
歌
を
つ

く
り
活
動
し
て
い
る
人
。
歌
詞
、
音
符
を
送
っ
て
き
て
く
れ
て

い
る
。 

② 

太
田
道
灌
の
墓
の
整
備
に
市
の
協
力
を 

③
「
七
つ
塚
」
の
看
板
の
整
備
を 

 

④ 

心
敬
の
碑
の
案
内
の
整
備
を 

⑤ 

大
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
ガ
イ
ド
養
成
講
座

の
修
了
生
の
従
事
を 

 
 

以
上
の
内
容
で
友
好
的
に
懇
談
し
て
今
後
の
協
力
に
つ
い
て

意
見
の
交
換
が
で
き
、
市
の
前
向
き
の
対
応
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、
去
年
文
書
で
申
し
上
げ
た

こ
と
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
私
ど
も
の
声
が
小
さ
か

っ
た
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
大
河
ド
ラ
マ
推
進
で
伊
勢
原
市
長
と
懇
談 

太
田
・
三
上
・
観
ボ
ラ
学
ボ
ラ
甲
冑
隊
代
表
で 

―

署
名
２
６
万
５
０
１
１
筆
に
前
進―

 
 
 

  

５
月
19
日
11
時
よ
り
伊
勢
原
市
長
室
で
髙
山
市
長
と
小
巻
商
工
観
光
課

係
長
と
実
行
委
員
会
側
か
ら
太
田
資
暁
さ
ん
、
三
上
利
栄
実
行
委
員
長
、
山

口
靖
之
観
ボ
ラ
会
長
、
逢
坂
伸
一
学
ボ
ラ
会
長
、
若
林
紘
一
甲
冑
隊
隊
長
出

席
の
も
と
懇
談
・
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
談
は
、
司
会
は
三
上
が
務
め
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
の
市
長
の
ご
苦
労
と
奮
闘
に
敬
意
を
表
明
し
て
懇

談
に
入
り
ま
し
た
。
（
伊
勢
原
市
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
者
は
５
月
19
日
現
在
４

３
０
人
で
す
）。
テ
ー
マ
は
私
た
ち
が
前
に
提
出
済
の
要
請
書
の
う
ち
「
大
河

ド
ラ
マ
放
映
運
動
の
強
化
、
道
灌
の
墓
の
整
備
、
七
人
塚
の
看
板
の
改
善
、

道
灌
と
歌
会
な
ど
の
参
加
者
心
敬
碑
の
案
内
看
板
の
設
置
、
大
山
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
外
人
案
内
を
い
せ
は
ら
観
光
ガ
イ
ド
講
座
修
了

者
の
協
力
従
事
な
ど
に
つ
い
て
要
望
」
し
ま
し
た
。 

最
後
に
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
要
望
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
翌
日
の
神
奈
川
新
聞
に
は
、
市
長

動
向
記
に
大
河
ド
ラ
マ
推
進
実
行
委
員
長
三
上
達
と
懇
談
と
報
道
し
て
い

ま
し
た
。 

① 

大
河
ド
ラ
マ
運
動
の
一
層
の
強
化
に
つ
い
て
の
協
力
を
要
請 

 
私
た
ち
の
報
告
は 

◇
署
名
は
５
月
17
日
現
在
26
万
５
０
１
１

筆
に
前
進
、
水
戸
市
長
さ
ん
な
ど
賛
同
が

広
が
っ
て
い
る
。 

◇
放
映
時
期
を
24
年
度
め
ざ
し
て
運
動
を

強
化
し
て
い
き
た
い
の
で
一
層
の
協
力

を
。 

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
陳
情
は
コ
ロ
ナ
情
勢
で
遅
れ

て
い
る
が
、
新
制
作
局
長
は
山
名
啓
雄
さ

ん
と
な
っ
た
と
義
家
弘
介
さ
ん
か
ら
連

絡
が
あ
っ
た
。
推
進
ニ
ュ
ー
ス
は
新
局
長 

に
届
い
て
い
る
と
も
。 

大
河
ド
ラ
マ
の
署
名 

２
６
万
５
０
１
１
筆
に
前
進 

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
観
ボ
ラ
、
甲
冑
隊
、
学
ボ
ラ
、

市
民
大
学
等
の
ほ
か
東
京
の
太
田
さ
ん
、
新
里
さ
ん
な
ど
全
国
か

ら
署
名
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
署
名
30
万
筆
に
向
か
っ
て
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
年
度
用
の
署
名
用
紙
が
で
き
ま

し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ど
の
署
名
用
紙
で
も
要
望
署
名
で

す
の
で
効
果
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
署
名
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。 

令和 3年 5月 19日伊勢原市長と 



 

 

                       

 

     

                             

                             

                             

                           

春
陽
の
候 

新
型
コ
ロ
ナ
騒
動
に
も
め
げ
ず
ご
健
勝
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
税
理
士
・

作
詞
家
・
町
の
世
話
役
と
七
面
法
被
の
ご
活
躍
ご
苦
労
様
で
す
。
お
体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。 

さ
て
、
御
地
が
企
画
の
「
太
田
道
灌 

大
河
ド
ラ
マ
放
映
」
実
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
自
分
の
経

験
を
申
し
ま
す
。「
真
田
幸
村
」
公
を
ホ
ウ
エ
イ
シ
テ
欲
し
い
と
上
田
市
が
企
画
し
た
話
で
す
。
真
田

幸
村
に
関
係
の
あ
る
全
国
の
市
町
村
に
呼
び
か
け
て
六
文
銭
に
因
み
６
６
６
、
６
６
６
の
署
名
を
集

め
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
陳
情
し
よ
う
と
」
上
田
市
が
中
心
で
、
沼
田
市
、
嬬
恋
村
、
長
野
市
、
松
代
町
、
大

阪
市
、
九
度
山
、
仙
台
市
、
蔵
王
村
、
白
石
市
な
ど
20
市
町
村
を
上
田
市
で
発
会
式
を
行
い
ま
し
た
。

呼
ば
れ
た
市
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
に
首
長
が
来
ま
し
た
。 

人
口
の
７
割
の
署
名
を
集
め
て
全
国
規
模
の
運
動
を
展
開
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
赤
池
み
つ

「
真
田
の
女
旅
」
で
歌
手
に
全
国
を
回
ら
せ
ま
し
た
。
効
果
絶
大
で
、
２
年
後
に
放
映
が
実
現
し
ま

し
た
。 

御
会
に
お
か
れ
て
も
同
様
に
さ
れ
て
も
如
何
で
し
ょ
う
か
。
中
心
は
東
京
千
代
田
区
で
し
ょ
う
。

目
に
と
ま
っ
た
資
料
を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
輪
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
ま
し
ょ
う
。
市
の

方
が
私
の
話
を
聴
い
て
い
た
だ
け
る
な
ら
と
も
思
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
お
知
ら
せ
ま
で
。
ご
活
躍

を
祈
念
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

令
和
3
年
2
月
19
日 

 
 
 
 
 
 

赤
池
三
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

激
励
に
感
謝
し
放
映
実
現
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

実
行
委
員
長 

三
上
利
栄 

 

こ
の
お
手
紙
に
私
は
元
気
と
展
望
を
頂
戴
し
勇
気
凛
々
で
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
声
を
上
げ
た

の
は
道
灌
に
一
番
の
ゆ
か
り
の
あ
る
伊
勢
原
・
観
ボ
ラ
で
す
が
、
道
灌
顕
彰
会
な
ど
多
く
の
団
体
の

協
力
を
得
て
現
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
運
動
の
経
過
と
到
達
点
と
発
展
は

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
全
国
４
７
都
道
府
県
か
ら
署
名
を
も
ら
い
全
国
の
著
名
人
の
賛
同
４
０
に

及
ぶ
自
治
体
へ
の
協
力
と
３
０
に
及
ぶ
自
治
体
の
賛
同
な
ど
、
歌
も
小
倉
惠
子
さ
ん
、
黒
岩
安
紀
子

さ
ん
ら
の
ご
協
力
を
得
て
大
き
く
広
が
っ
て
展
開
し
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。 

今
ま
で
の
取
り
組
み
に
自
信
と
確
信
を
も
っ
て
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
エ
ー
ル
の
件
５
月
19
日 

伊
勢
原
市
長
さ
ん
に
も
申
し
上
げ
て
き
ま
し
た
。
実
現
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。 

７
月
31
日
第
６
回
道
灌
サ
ミ
ッ
ト
の
予
定 

 
 
 
 

伊
勢
原
市
制
50
周
年
記
念
講
演
会
に
参
加 

太
田
道
灌
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
推
進
実
行
委
員
会
、
恒
例
の
「
第
６
回
太
田
道

灌
サ
ミ
ッ
ト
」
を
７
月
31
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
12
時
過
ぎ
ご
ろ
ま
で
伊
勢
原
市
立

子
ど
も
科
学
館
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。（
伊
勢
原
市
民
文
化
会
館
、
伊
勢
原
図
書
館
の

と
な
り
で
す
）
コ
ロ
ナ
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
収
束
さ
れ
る
と
予
測
し

て
各
団
体
の
代
表
と
個
人
の
参
加
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
同
日
13
時
よ
り
伊
勢
原
市
民

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
伊
勢
原
市
制
50
周
年
記
念
講
演
「
道
灌
の
一
生
」
を
講
師
駿

河
台
大
学
副
学
長
黒
田
基
樹
先
生
が
お
こ
な
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
実
行
委
員
会
、
観
ボ

ラ
、
学
ボ
ラ
、
市
民
大
学
、
甲
冑
隊
は
合
流
し
て
一
括
参
加
し
ま
す
。 

希
望
者
は
実
行
委
員
会
三
上
（
電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
３‐

９
５‐

０
８
０
７
）
に

連
絡
く
だ
さ
い
。
希
望
の
場
合
は
、「
氏
名
と
住
所
、
連
絡
先
電
話
番
号
」
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局
長
に 

山
名
啓
雄
さ
ん
に 

こ
の
度
、
衆
議
院
議
員
義
家
弘
介
さ
ん
か
ら 

か
ら
の
連
絡
に
よ
り
ま
す
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制
作
局 

長
が
人
事
異
動
で
変
わ
り
ま
し
た
と
の
親
切 

な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の 

推
進
ニ
ュ
ー
ス
も
新
局
長
さ
ん
に
届
け
ま
し 

た
と
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は 

陳
情
を
コ
ロ
ナ
情
勢
で
す
の
で
大
勢
で
は
な 

く
代
表
と
の
陳
情
で
も
お
願
い
し
ま
す
と
要 

請
し
て
い
ま
す
。
陳
情
ま
で
に
30
万
筆
に 

し
た
い
と
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

 

友
好
団
体
の
総
会
情
報 

 

＊
伊
勢
原
手
作
り
甲
冑
隊
は
５
月
10
日
総
会 

 

を
開
催
し
、
新
会
長
に
４
代
目
斉
藤
靖
男 

さ
ん
が
就
任
、
前
会
長
若
林
紘
一
さ

ん
は
顧
問
に
就
任
し
ま
し
た
。
伊
勢

原
市
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
総
員
数
１
１
４
人
。 

＊
い
せ
は
ら
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
第
22
回
総
会
は
５
月
27
日

13
時
30
分
よ
り
伊
勢
原
市
中
央
公

民
館
会
議
室
Ａ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

山
口
賢
人
教
育
長
、
山
内
社
会
教
育

長
が
来
賓
挨
拶
を
し
ま
す
。 

＊
い
せ
は
ら
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
＆
ウ
ォ
ー
ク
協
会
は
第
24
回

総
会
を
６
月
16
日
13
時
30
分
よ

り
伊
勢
原
市
中
央
公
民
館
会
議
室

Ａ
＆
Ｂ
で
開
催
し
ま
す
。
伊
勢
原
商

工
観
光
課
長
が
来
賓
挨
拶
を
し
ま

す
。 

 

大
河
ド
ラ
マ
の
「
真
田
丸
」
の
推
進
者
か
ら
エ
ー
ル 

 
～
～
赤
池
三
男
さ
ん
か
ら
坂
本
義
貞
さ
ん
へ
～
～ 

長
野
県
・
上
田
市
在
住
の
詩
人
・
大
河
ド
ラ
マ
の
「
真
田
丸
」
の
推
進
者
だ
っ
た
赤
池
三
男
さ
ん

か
ら
埼
玉
県
・
越
生
町
在
住
の
坂
本
義
貞
さ
ん
・
詩
人
筆
名
越
よ
し
春
さ
ん
宛
の
お
手
紙
を
ご
了
解

い
た
だ
い
て
本
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●
●
● 

署
名
３
０
万
筆
に
向
か
っ
て
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！ 


